
「
裁
判
員
候
補
者
」・「
検
察
審

査
員
候
補
者
」
に
選
ば
れ
た
皆

さ
ん
へ

　
こ
の
２
つ
の
制
度
は
、
国
民
が
司
法
に

参
加
す
る
制
度
で
す
。

■
候
補
者
選
定

　
選
挙
権
を
有
す
る
県
民
の
中
か
ら
く
じ

　
で
選
定

■
候
補
者
へ
の
通
知

　
11
月
中
旬
頃
に
「
裁
判
員
候
補
者
名
簿

　
へ
の
記
載
の
お
知
ら
せ
」
ま
た
は
「
検

　
察
審
査
員
候
補
者
名
簿

　
へ
の
記
載
の
お
知
ら
　

　
せ
」
が
届
き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
裁
判
員
：
鹿
児
島
地
方
裁
判
所
刑
事
部

　
裁
判
員
係

　
☎
０
９
９

－

8
0
8

－

3
7
7
3

　
検
察
審
査
員
：
鹿
児
島
検
察
審
査
会

　
事
務
局

　
☎
０
９
９

－

8
0
8

－

3
7
1
9

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
補
助
金

お
よ
び
浄
化
槽
法
定
検
査

小
型
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
補
助
金

▲ 詳しくは
　 こちらへ

　
生
活
排
水
は
川
や
海
を
汚
す
大
き
な
原

因
で
す
。
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
し
て
、

綺
麗
な
水
で
美
し
く
豊
か
な
自
然
環
境
を

守
り
ま
し
ょ
う
。

■
補
助
額

・
５
人
槽
　
33
万
２
千
円

・
７
人
槽
　
41
万
４
千
円

・
10
人
槽
　
54
万
８
千
円

※
既
存
の
単
独
処
理
浄
化
槽
お
よ
び
汲
取
り

　
便
槽
か
ら
小
型
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
転
換

　
さ
れ
る
場
合
、
単
独
処
理
浄
化
槽
は
上
限

　
15
万
円
、
汲
み
取
り
便
槽
は
上
限
12
万
円

　
が
前
述
の
金
額
に
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

※
市
内
業
者
が
設
置
を
行
う
場
合
は
、
さ

　
ら
に
、
一
律
５
万
円
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

※
宅
内
配
管
工
事
に
つ
い
て
も
上
限
33
万

　
円
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

浄
化
槽
の
法
定
検
査
受
検

　
浄
化
槽
法
で
は
浄
化
槽
の
設
置
が
適
正

に
行
わ
れ
て
い
る
か
、
ま
た
、
綺
麗
な
水

が
排
水
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
す
る
法
定

検
査
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
毎
年

１
回
、
法
定
検
査
（
定
期
検
査
）
は
受
検

し
ま
し
ょ
う
。

■
検
査
方
法

　
知
事
指
定
の
検
査
機
関
で
あ
る
（
公
財
）

　
鹿
児
島
県
環
境
保
全
協
会
が
検
査

※
事
前
に
ハ
ガ
キ
で
通
知
し
た
検
査
日
に

　
お
伺
い
し
、
検
査
と
浄
化
槽
の
放
流
水

　
を
持
ち
帰
っ
て
水
質
検
査
を
行
い
ま
す
。

※
保
守
点
検
業
者
が
行
う
保
守
点
検
と
は

　
異
な
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
生
活
環
境
課
　
施
設
管
理
係

　
☎
０
９
９
４

－
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1
2
9
7

　
鹿
児
島
県
環
境
保
全
協
会

　
☎
０
９
９

－

2
9
6

－

9
0
0
0

　
鹿
児
島
県
上
下
水
道
室

　
☎
０
９
９

－

2
8
6

－

3
6
8
5

乗
合
タ
ク
シ
ー
内
ノ
野
ル
ー
ト

お
よ
び
北
部
ル
ー
ト
に
お
け
る

担
当
事
業
者
の
変
更

　
令
和
８
年
10
月
１
日
に
乗
合
タ
ク
シ
ー
内

ノ
野
ル
ー
ト
お
よ
び
北
部
ル
ー
ト
に
お
け
る

担
当
事
業
者
の
変
更
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

■
ル
ー
ト
別
の
担
当
事
業
者

●
市
木
、
内
ノ
野
ル
ー
ト

　
協
和
タ
ク
シ
ー

　
☎
０
９
９
４

－

32

－

1
9
0
0

●
大
野
、
小
谷
、
北
部
ル
ー
ト

　
ハ
ロ
ー
タ
ク
シ
ー

　
☎
０
９
９
４

－
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－

8
6
8
6

　
変
更
後
の
詳
細
は
市
　

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確

　
認
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
企
画
政
策
課
　
地
域
振
興
係

　
☎
内
線
２
４
６

▲ 詳しくは
　 こちらへ

令
和
８
年
10
月
１
日
か
ら
納
付

方
法
が
拡
充
さ
れ
ま
し
た

　
こ
れ
ま
で
市
税
等
の
納
付
に
利
用
さ
れ

て
い
た
地
方
税
統
一

QR
コ
ー
ド
（
eL

－

QR
）

が
市
税
以
外
の
納
付
書
で
も
利
用
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
料
金

　
介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

　
料
、
住
宅
使
用
料
　
等

■
利
用
で
き
る
納
付
書

　
令
和
８
年
10
月
１
日
以
降
に

　
発
行
さ
れ
る
eL

－

QR
付
き
　

　
納
付
書

■
多
様
な
納
付
方
法

　
eL

－

QR
付
き
納
付
書
は
、
こ

　
れ
ま
で
の
窓
口
納
付
や
コ
ン
ビ
ニ
納
付

　
に
加
え
て
次
の
納
付
が
利
用
で
き
ま
す
。

・
各
種
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ
リ

・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ

・
全
国
の
eL

－

QR
対
応
金
融
機
関
窓
口
や

対
応
Ａ
Ｔ
Ｍ

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
eL

－

QR
が
付
い
て
い
な

　
い
納
付
書
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
方

　
法
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
会
計
課
　
☎
内
線
１
３
４

11
月
は
不
法
投
棄

防
止
強
化
月
間

　
鹿
児
島
県
で
は
、
産
業
廃
棄
物
の
不
法

投
棄
等
の
根
絶
を
図
る
た
め
、
毎
年
11
月

を
「
不
法
投
棄
防
止
強
化
月
間
」
と
定
め

て
い
ま
す
。

　
期
間
中
は
、
不
法
投
棄
防
止
の
啓
発
活

動
や
不
法
投
棄
防
止
パ
ト
ロ
ー
ル
等
を
強

化
し
て
い
ま
す
。

　
不
法
投
棄
は
重
大
な
犯
罪
で
す
（
５
年

以
下
の
拘
禁
刑
、
１
千
万
円
以
下
の
罰
金

又
は
こ
の
併
科
）。
こ
の
機
会
に
一
人
ひ
と

り
が
、「
不
法
投
棄
を
し
な
い
。
さ
せ
な
い
。

見
つ
け
た
ら
す
ぐ
電
話
を
」
と
い
う
意
識

を
持
ち
、
不
法
投
棄
の
な
い
住
み
よ
い
地

域
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

◎
通
報
・
問
い
合
わ
せ
先

　
大
隅
地
域
振
興
局
　
保
健
福
祉
環
境
部

　
☎
０
９
９
４

－
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1
1
3

　
県
庁
　
廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル
対
策
課

　
☎
０
９
９

－

2
8
6

－

3
8
1
0

「
火
の
確
認 

い
い
日
を
支
え
る

い
い
習
慣
」

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

　
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
期
を
迎
え
ま

す
。
火
災
の
な
い
、安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▲ 詳しくは
　 こちらへ

お
知
ら
せ

■
期
間
　
11
月
９
日（
月
）～ 

11
月
15
日（
日
）

※
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
全
て
の
住
宅
に

　
設
置
が
義
務
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
設
置

　
か
ら
10
年
以
上
の
場
合
は
、
本
体
の
交

　
換
を
お
勧
め
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
垂
水
市
消
防
本
部
　
予
防
係

　
☎
０
９
９
４

－
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1
0
1
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「
無
料
調
停
手
続
相
談
会
」

　
交
通
事
故
の
損
害
賠
償
、
土
地
建
物
の

売
買
・
譲
渡
、
金
銭
の
貸
借
等
の
民
事
上

の
も
め
ご
と
、
婚
姻
・
離
婚
・
相
続
等
に

関
す
る
家
族
・
親
族
間
等
の
も
め
ご
と
等

に
つ
い
て
の
調
停
手
続
き
に
関
す
る
無
料

相
談
会
で
す
。

■
開
催
日
　
11
月
17
日
（
火
）

■
時
間
　
10
時
30
分 

～ 

15
時

■
場
所
　
山
形
屋
１
号
館
７
階
「
社
交
室
」

　
　
　
　（
鹿
児
島
市
金
生
町
３

－

１
）

■
相
談
相
手

　
民
事
調
停
委
員
、
家
事
調
停
委
員

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
鹿
児
島
調
停
協
会
連
合
会

　
☎
０
９
９

－
8
0
8

－

3
7
0
6

令
和
８
年
第
４
回
市
議
会

定
例
会
（
案
）

■
会
期
日
程

　
11
月
18
日
（
水
）　
議
会
運
営
委
員
会

　
11
月
25
日
（
水
）　
本
会
議
（
開
会
）

　
12
月
８
日
（
火
）　
一
般
質
問

　
12
月
９
日
（
水
）　
一
般
質
問

　
12
月
10
日
（
木
）　
産
業
厚
生
委
員
会

　
12
月
11
日
（
金
）　
総
務
文
教
委
員
会

　
12
月
17
日
（
木
）　
議
会
運
営
委
員
会

　
12
月
18
日
（
金
）　
本
会
議
（
閉
会
）

※
日
程
は
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
本
会
議
　
10
時 

～

■
一
般
質
問
等
　
９
時
30
分 

～

■
本
会
議
傍
聴
　
ど
な
た
で
も
傍
聴
可

■
請
願
・
陳
情
の
取
扱
い

　
会
期
中
の
審
査
に
付
す
場
合
は
、
11
月

　
17
日
（
火
）
が
提
出
期
限
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
議
会
事
務
局
　
☎
内
線
３
５
８

令
和
８
年
度
第
２
回
垂
水
市

人
権
教
育
研
修
会

　
人
権
問
題
に
対
す
る
正
し
い
理
解
と
認

識
を
深
め
、
命
の
大
切
さ
に
つ
い
て
改
め

て
考
え
る
機
会
と
し
て
研
修
会
を
開
催
い

た
し
ま
す
。
今
回
は
演
激
集
団
イ
ン
デ
ィ

ゴ
プ
ラ
ン
ツ
に
よ
る
朗
読
講
話
「
永
久
の

祈
り
」
を
行
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日
　
11
月
27
日
（
金
）

■
時
間
　
14
時 

～ 

■
場
所
　
垂
水
市
市
民
館
　
大
ホ
ー
ル

■
参
加
料
　
無
料

■
申
込
方
法

　
事
前
申
込
不
要
で
す
。

　
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
社
会
教
育
課
　
社
会
教
育
係

　
☎
０
９
９
４

－
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▲ 詳しくは
　 こちらへ
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